
稲作だより

県総合農業技術センター水稲研究成果の紹介

■ ２月２２日に甲斐市双葉ふれあい文化館で開催された県総合農業技術センターの「令和４年度成果発表会」

において、水稲の新しい粳(うるち)品種と、糯(もち)品種が紹介されましたのでお知らせします。

※なお、文章は成果情報から抜粋、写真は県総合農業技術センターから提供いただきました

多収・高品質・良食味で高温耐性に優れる粳品種「にじのきらめき」
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■ 「にじのきらめき」は、国の農研機構中央農業研究センター北陸研究拠点で、高温耐性に優れた「なつほの

か」と極良食味の「北陸２２３号」の交配によって育成され、平成３０年に品種登録されました。

■ コシヒカリと比較した主な特徴として

・ 出穂期は１～２日、成熟期は２～３日程度遅い「中生の晩」で、稈長は短く耐倒伏性に優れる(図1)。

穂数はやや多く、草型は「中間型」である。

・ 収量は平坦地で多く、高冷地では同程度、大粒で千粒重は2ｇ以上重い。

・ 平坦地では出穂後の高温条件でも乳白粒や基部未熟粒の発生が少なく、整粒比率は高く、高温耐性に優

れる(図２)。

・ 食味官能評価は、外観をはじめとした多くの項目で「コシヒカリ」と同等以上であり、極良食味である(図３)。

図３ 「にじのきらめき」の食味評価
1) ２０１９～2022年に実施した9回食味試験の平均値
2) 「あさひの夢」の食味評価を0とした場合の相対値
3) 評価基準は-3～+3までの７段階評価

図１ 圃場での草姿(2022年)
左：コシヒカリ 右：にじのきらめき

図２ 玄米の外観品質
コシヒカリ にじのきらめき



良質・良食味で耐倒伏・耐病性に優れる糯品種「きぬはなもち」

■ 「きぬはなもち」は、平成２年に愛知農試山間農業研究所において、「愛知糯９１号」と「イ糯6４」の交配に
よって育成され、平成２３年に品種登録されました。

■ 「マンゲツモチ」と比較した主な特徴として

・ 出穂期は4～7日、成熟期は10日遅い「晩生の中」で、稈長は短く耐倒伏性に優れ、穂長、穂数は同等、草

型は「偏穂重型」である(図4)。

・ 千粒重は1ｇ程度大きい「中粒」で収量はやや優る。

・ 芒の発現「稀」で短く、着粒密度は「中」、ふ先色は「赤褐」で、形態的特徴は「マンゲツモチ」に類似する。

・ いもち病に強く、縞葉枯病に抵抗性を持つなど耐病性は優れるが、障害型耐冷性は「やや弱」である。

・ 精米特性は「白度」「色むら」ともに評価が高く(図5)、餅への2次加工は粘りやコシがあり食味が良いと評

価されている(精米特性は米卸、２次加工は菓子組合で評価)。

■ 栽培上の留意点

・ 耐冷性は「やや弱」のため、平坦地～中間地(～75０m)を対象とし、高冷地では作付けしないこと。

・ いもち病への抵抗性は強いものの適正な防除体系で栽培すること。

■ 導入上の留意点

・ 種子は令和５年産から供給予定です。

・ 産地指定銘柄に指定されていないので、農産物検査における品種仕分けはできません。
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■ 栽培上の留意点

・ 耐冷性は「弱」のため、平坦地～中間地(～75０m)を対象とし、高冷地では作付けしないこと。

・ いもち病への抵抗性は「コシヒカリ」より強いが適正な防除体系で栽培すること。過繁茂になると紋枯病に罹

りやすいので、前年発生した水田では防除を徹底すること。

■ 導入上の留意点

・ 種子は令和５年産から供給予定ですが、種子が少量のため確保できない場合があります。本格的な種子の

供給は令和６年以降を予定。

・ 令和４年度中に産地品種銘柄へ指定される予定。

図5 玄米の外観品質
左：きぬはなもち 右：マンゲツモチ

図4 品種の草姿
左：きぬはなもち 右：マンゲツモチ


